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ユ
ネ
ス
コ
は
、
そ
の
創
立
以
来
、
世
界
の
文

化
追
産
の
保
詞
を
重
要
任
務
の
一
と
し
て
掲
げ

て
き
た
。
そ
の
根
拠
は
、
一
九
四
六
年
に
発
効
し

た
憲
章
の
な
か
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
憲
章
第
一
条
、
目
的
及
び
任
務
の
う
ち
の
第

二
項
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
こ

の
機
関
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
。
（
中
略
）

い
次
の
よ
う
に
し
て
知
識
を
維
持
し
、

培
進
し
、
且
つ
、
普
及
す
る
こ
と
。

世
界
の
遺
産
で
あ
る
國
書
、
芸
術

き
い
。
文
化
と
い
う
息
の
長
い
努
力
を
要
す
る

問
題
に
と
っ
て
は
、
半
世
紀
は
ま
だ
短
か
す
ぎ

る
。
現
在
は
過
渡
的
な
段
階
に
あ
る
と
い
う
べ

き
か
も
し
れ
な
い
。

ユ
ネ
ス
コ
が
現
在
ま
で
に
行
っ
て
き
た
文
化

遺
産
保
謡
活
動
は
、
大
別
し
て
一
―
―
つ
に
な
る
。

第
一
は
条
約
と
勧
告
の
作
成
で
あ
る
。
第
二
は

保
存
事
業
の
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
り
、
第

三
は
関
連
す
る
国
際
的
機
閲
、
団
体
の
設
立
、

援
助
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
つ
き
以
下
順

次
述
べ
よ
う
。

ユ
ネ
ス
コ
が
文
化
遺
産
保
護
に
関
し
採
訳
し

た
条
約
、
勧
告
に
は
次
の
も
の
蛉
あ
る
。

0
条
約

日
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
の
た
め

の
条
約
及
び
議
定
轟
(
-
九
五
四
年
）

口
文
化
財
の
保
存
及
び
修
復
の
研
究
の
た
め

の
国
際
セ
ン
タ
ー
規
定
（
一
九
五
六
年
）

□
文
化
財
の
不
法
な
愉
出
、
輸
入
及
び
所
有

権
譲
渡
の
禁
止
及
び
防
止
に
関
す
る
条
約
（
一

九
七

0
年）

四
世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
韮
の
保
護

に
関
す
る
条
約
(
-
九
七
二
年
）
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〇
勧
告

日
考
古
学
上
の
発
掘
に
適
用
さ
れ
る
国
際
的

原
則
に
関
す
る
勧
告
(
-
九
五
六
年
）

に
博
物
誼
を
あ
ら
ゆ
る
人
に
解
放
す
る
最
も

有
効
な
方
法
に
関
す
る
勧
告
(
-
九
六

0
年）

曰
風
光
の
美
と
特
性
の
保
護
に
関
す
る
勧
告

（
一
九
六
二
年
）

四
文
化
財
の
不
法
な
輸
出
、
輸
入
及
び
所
有

権
誼
渡
の
禁
止
及
び
防
止
の
手
段
に
閲
す
る

勧
告
（
丁
九
六
四
年
）

国
公
的
又
は
私
的
の
工
事
に
よ
っ
て
危
険
に

さ
ら
さ
れ
る
文
化
財
の
保
存
に
関
す
る
勧
告

し
か
し
、
改
め
て
考
え
て
み
る
と
、
か
よ
う
な

国
際
機
関
の
出
現
に
、
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ

た
と
い
わ
ざ
ろ
を
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
近

代
的
な
意
味
に
お
け
る
文
化
遺
産
の
保
誇
は
、

一
八
、
九
世
紀
以
来
先
進
各
国
が
競
っ
て
行
っ

て
き
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
理
念
に
基
づ
い

て
お
り
、
な
ん
ら
国
際
的
な
比
較
検
討
や
協
力

は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
が
第
二
次

世
界
大
戦
以
後
、
ユ
ネ
ス
コ
岱
各
国
の
主
権
を

尊
重
し
つ
つ
も
、
世
界
的
な
基
準
を
作
成
し
、

保
頑
に
つ
い
て
世
界
的
協
力
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
画
期
的
な
変

化
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
い
。

も
っ
と
も
、
わ
た
く
し
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
活

動
が
理
想
ど
お
り
に
進
ん
で
い
る
と
は
思
っ
て

（
一
九
六
八
年
）

因
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
国
内
的
保
護

に
関
す
る
勧
告
(
-
九
七
二
年
）

囮
文
化
財
の
国
際
交
換
に
関
す
る
勧
告
（
一

九
七
八
年
）

因
歴
史
的
池
区
の
保
全
及
び
現
代
的
役
割
に

関
す
る
勧
告
(
-
九
七
六
年
）

こ
れ
ら
の
条
約
や
勧
告
は
、
世
界
各
国
に
対

し
文
化
追
産
保
詭
に
つ
い
て
の
共
通
の
理
解
、

貴
に
を
喚
起
し
、
制
度
の
発
展
充
実
に
寄
与
す

る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。
我
州
国
に
つ
い
て
い

え
ば
、
例
え
ば
勧
告
四
（
歴
史
的
地
区
）
は
、

そ
れ
よ
り
数
年
前
か
ら
討
誤
恐
加
え
ら
れ
て
い

た
が
、
日
本
で
も
と
き
を
同
じ
く
し
て
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
、
い
わ
ゆ
る
町
並
保
存
地

区
の
制
度
創
設
の
議
が
起
こ
っ
て
い
た
の
で
、

昭
和
五

0
年
の
文
化
財
保
護
法
改
正
に
当
た
り

J
 

世
界
の
趨
勢
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。し
か
し
な
料
ら
、
日
本
は
き
わ
め
て
大
き
な

課
題
を
な
お
抱
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ユ
ネ
ス

コ
が
採
択
し
た
条
約
を
ま
だ
一
件
も
批
准
し
て

い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
特
に
条
約
四
（
世
界
遺

産
条
約
）
は
、
世
界
の
文
化
及
び
自
然
の
遺
産

の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
基
金
を
創

設
し
、
自
国
内
遺
産
の
保
存
に
困
難
を
き
た
し

恨
界
文
化
遺
産
保
護
と
ユ
ネ
ス
コ

曽噂 曽暫 響曾噂響疇 曹等 曹等 摯等智等曹翌曾曹守曽疇ヲ等曽 等等 習噸
習惨呼惣零 零呼 砂等 等嗜 等翌

嘗笠翠智曽 曽警禁曾曽望曾疇

物
の
保
存
及
び
保
訊
を
確
保
し
、
且
一

つ
、
関
係
諸
国
民
に
対
し
て
必
要
な
一

一
国
際
条
約
を
勧
告
す
る
こ
と
。
（
下
略
）

f
 

ユ
ネ
ス
コ
四
円
年
の
歴
史
の
な
か
に
は
、
そ

の
活
動
に
幾
多
の
起
伏
、
消
長
が
あ
っ
た
が
、

文
化
遺
産
保
謡
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
こ
そ

ユ
ネ
ス
コ
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
で
あ
る
と
し
て
、

常
に
加
盟
各
国
か
ら
の
賛
意
と
評
価
が
与
え
ら

れ
て
き
た
。
現
在
ユ
ネ
ス
コ
を
脱
選
し
て
い
る

米
国
及
び
英
国
で
す
ら
、
こ
の
こ
と
は
認
め
る

と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

さ
て
、
国
連
の
教
育
・
科
学
・
文
化
を
取
り
扱
う

専
門
機
関
で
あ
る
ユ
ネ
ス
コ
か
文
化
遺
産
保
護

に
関
し
中
心
的
役
割
を
果
た
す
ご
と
は
、
今
で
。
入令

神
戸
芸
術
工
科
大
学
教
授

＿
伊
藤
延
男

蛉 等 研咽 等 等
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以
上
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
保
護
活
動

を
略
述
し
、
あ
わ
せ
て
各
活
動
に
対
す
る
日
本

の
対
応
に
ふ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
最
後
に
、
残

さ
れ
た
問
題
点
に
つ
き
若
干
述
べ
る
こ
と
に
し

た
い
。ユ
ネ
ス
コ
に
対
す
る
日
本
の
寄
与
と
し
て
、
も

っ
と
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は

A
c
c
u
（ユ

ネ
ス
コ
ア
ジ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー
）
の
活
動
で
あ

る
。
文
化
遺
産
保
護
の
面
で
は
、
そ
の
重
要
性

普
及
や
募
金
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
ア
ジ
ア
に
つ

い
て
行
っ
て
き
た
。
次
に
国
際
交
流
基
金
が
最

近
、
特
別
枠
を
設
け
て
文
化
遺
産
専
門
家
の
交

流
を
組
織
的
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
大

き
い
。

ー
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
40周
年

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
既
に
成
果
が
上
が
っ
て

い
る
が
、
大
部
分
は
な
お
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た

感
が
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
一
方
で
は
当
事
国

の
自
助
努
力
、
計
画
性
、
技
術
力
の
不
足
に
帰

せ
ら
れ
よ
う
が
、
他
方
で
は
米
国
の
脱
退
等
に

よ
る
ユ
ネ
ス
コ
の
力
量
の
低
下
に
あ
る
こ
と
も

否
め
な
い
。

．
 

て
い
る
国
を
援
助
す
る
趣
旨
で
あ
り
、
す
で
に
＂
業
が
参
加
各
国
の
手
に
よ
り
行
わ
れ
、
当
の
エ
＂

疇

響

1
0
0か
国
以
上
が
加
盟
し
て
い
る
。
し
か
る
•
ジ
プ
ト
に
自
主
的
保
存
の
気
運
を
喚
起
で
き
な
讐

響疇

響

に
、
優
れ
た
文
化
遺
産
を
多
数
保
有
し
、
経
済
＂
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
初
期
の
ユ
＂

讐響

響響

讐▼

的
に
も
世
界
の
主
要
国
と
な
っ
て
い
る
日
本
が
、
ネ
ス
コ
が
複
数
の
文
化
を
認
め
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ

曽
＂

響

採
択
以
来
二

0
年
近
く
を
経
て
な
お
加
盟
し
な
＂
パ
文
化
の
み
を
優
れ
た
も
の
と
す
る
理
念
を
持
讐

．

．

 

い
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
世
界
は
奇
異
の
目
＂
っ
て
い
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
と
い
っ
て
も
過
言
"

曾

響

響

響

を

も

っ

て

見

て

い

る

と

い

っ

て

差

し

支

え

な

い

。

●

で

は

あ

る

ま

い

。

＂

曽響

響

一
刻
も
早
く
加
盟
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
＂
次
の
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
響

響

．最
大
の
遺
跡
ボ
ロ
プ
ド
ー
ル
の
修
復
で
あ
っ
た
。
響

響曽讐
疇

響

の

＂ 響こ
と
き
は
当
事
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
自
主
的
響轡

．
 

讐
~•
に
事
業
を
遂
行
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
は
諮
問
委
員
＂
ュ
ネ
ス
コ
は
、
自
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た

響

l'i'ー

I

1
ー

、

1’’,'
川9,gI',
＂

鬱響

讐
L●
会
を
設
け
て
助
言
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
日
本
讐
め
い
く
つ
か
の
機
関
や
団
体
と
協
力
関
係
に
あ

讐

ユ
ネ
ス
コ
は
、
世
界
の
主
要
な
遺
産
の
保
存

曽

●

事
業
に
つ
い
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
行
っ
て
＂
は
政
府
民
間
一
体
と
な
っ
て
資
金
の
提
供
を
行

9

る
。
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
前
記
条
約
口
の

曽

け

い

•
い
、
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
遺
跡
に
造
詣
の
＂
規
定
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
イ
ク
ロ
ム
（
ロ
ー

彎

き
た
。
そ
の
第
一
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
ヌ
ビ
ア
遺

．
 

イ
・
深
い
千
原
大
五
郎
博
士
が
諮
問
委
員
会
の
委
員
＂
マ
文
化
財
保
存
修
復
研
究
国
際
セ
ン
タ
ー
）
で

曽讐響

跡
救
済
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ア
ス
ワ
ン
・
ハ

.

"

 

ダ
ム
の
建
設
に
伴
い
必
要
と
な
っ
た
事
業
で
、
＂
に
加
わ
っ
た
。
結
果
は
大
成
功
と
い
っ
て
よ
く
、
曽
あ
る
。
こ
こ
は
独
立
し
た
国
際
機
関
に
な
っ
て

;＂ 

ア
プ
シ
ン
ベ
ル
神
殿
の
分
解
移
設
工
事
は
特
に

5

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
文
化
遺
産
保
存
に
対
す
＂
は
い
る
が
、
ユ
ネ
ス
コ
と
は
常
に
密
接
な
協
力

讐•• 

著
名
と
な
っ
た
。
こ
の
事
業
に
は
先
進
各
国
が
＂
る
意
識
、
技
術
水
準
と
も
大
い
に
高
ま
っ
た
。
•
関
係
に
あ
る
。
建
築
、
壁
画
、
博
物
館
、
保
存

．
 

．
 

響

資
金
的
、
技
術
的
援
助
を
行
い
、
日
本
も
民
間
＂
ユ
ネ
ス
コ
は
、
他
の
多
く
の
遺
跡
に
つ
い
て
＂
科
学
等
、
い
く
つ
も
の
養
成
研
修
コ
ー
ス
を
設

曽

ベ
ー
ス
で
資
金
協
力
を
し
た
。
響
も
保
存
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
つ
つ
あ
る
。
ア
い
け
て
い
る
。
日
本
も
イ
ク
ロ
ム
に
加
盟
し
て
お

＂ 

＂ ．
 

こ
の
事
業
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
提
唱
に
よ
る
各
▼
ジ
ア
で
は
、
モ
ヘ
ン
ジ
ョ
ダ
ロ
（
パ
キ
ス
タ
●
り
、
毎
年
研
修
生
を
送
っ
て
い
る
。

讐

響

響

讐
~

国
の
協
力
事
業
と
し
て
最
初
で
あ
り
、
そ
の
点
響
ン
）
、
カ
ト
マ
ン
ズ
渓
谷
（
ネ
パ
ー
ル
）
、
ヘ
ラ
＂
文
化
遺
産
関
係
の
ユ
ネ
ス
コ
傘
下

N
G
o
（非

響
讐

●

で
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
文
化
財
保
存
の
響
ー
ト
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
）
、
ス
コ
ー
タ
イ
（
夕
▼
政
府
団
体
）
と
し
て
は
、
イ
コ
ム
（
国
際
博
物

＂ 

讐

イ
）
、
フ
エ
（
ベ
ト
ナ
ム
）
、
文
化
三
角
地
帯
（
ス
曾
館
会
議
）
、
イ
ク
ロ
ム
（
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
）

•-
＂ ＂響

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
称
さ
れ
た
の
も
う
な
ず
け
る
。

及
び
フ
ラ
（
国
際
造
園
家
連
合
）
が
あ
る
。

響
•

し
か
し
問
題
も
残
っ
た
。
最
大
の
問
題
は
、
事
響
リ
ラ
ン
カ
）
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
の
あ
＂

，
 

こ
れ
ら
は
文
化
遺
産
保
存
に
関
係
の
あ
る
専
門
家
忍
＂
＂
艮
；
~
し
か
し
、
日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
に
対
す
る
寄
与
し

:
t
:ぶ
思
え
ば
へ
'
-
日
本
が
ユ
ネ
ス
コ
に
加
盟
し
た
と
き

‘曹

の
集
団
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
活
動
を

E

と
し
て
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
近
年
世
界
遺
産
保
＂
は
、
ま
だ
敗
戦
の
痛
手
の
癒
え
ぬ
こ
ろ
で
あ
っ

行
う
一
方
、
ユ
ネ
ス
コ
事
業
に
協
力
し
て
専
門
＂
護
の
た
め
に
相
当
の
金
額
を
ユ
ネ
ス
コ
信
託
基
＂
た
。
と
に
か
く
国
際
社
会
に
顔
を
出
す
こ
と
、

で
あ
る
。
こ
の
基
金
は
順
讐
最
低
限
度
の
義
理
を
果
た
す
こ
と
が
目
標
と
さ

＂ 

家

を

派

遣

す

る

な

ど

、

ユ

ネ

ス

コ

の

シ

ン

ク

タ

＂

金

に

拠

出

し

た

こ

と

＂

＂

＂

 

ン
ク
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
特
に
イ
ク
ロ
＂
次
ア
ジ
ア
の
文
化
遺
産
保
存
の
た
め
の
経
費
に
響
れ
た
の
も
、
止
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

曽

＂

ム
は
、
条
約
四
（
世
界
遺
産
条
約
）
に
定
め
た
＂
充
当
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
事
業
は
ま
だ
そ
の
緒
に
＂
だ
が
現
在
は
ち
が
う
。
日
本
は
経
済
の
み
な
ら

響

▼
 

文
化
遺
産
リ
ス
ト
の
選
択
を
委
任
さ
れ
て
い
る
。
＂
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
長
い
目
で
見
れ
ば
．
ず
文
化
の
面
で
も
世
界
の
注
目
を
集
め
つ
つ
あ

●

讐

な
お
日
本
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
委
員
会
が
あ
＂
か
な
り
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
響
る
の
で
あ
る
。

讐

っ

て

、

本

部

活

動

に

協

力

し

て

い

る

。

＂

待

し

て

よ

い

。

＂

前

記

の

日

本

の

寄

与

、

な

か

ん

ず

く

信

託

基

讐

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
寄
与
に
も
か
か
響
金
の
創
設
は
、
か
か
る
消
極
性
を
打
破
す
る
た

曽讐

讐

響讐＂
わ
ら
ず
、
冷
静
に
考
え
て
み
る
と
、
日
本
の
ユ
▼
め
の
努
力
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。
し
か

鬱
-

ネ
ス
コ
に
対
す
る
協
力
は
、
な
お
消
極
的
な
域
＂
し
世
界
遺
産
条
約
加
盟
と
い
う
基
本
的
な
国
際

讐▼

．
 

曽▼響

響
．
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
讐
協
力
の
枠
組
を
と
び
越
え
て
の
拠
金
は
、
順
序

響

響

鬱
が
ち
が
う
と
い
わ
れ
て
も
仕
方
あ
る
ま
い
。
ま

＂ 

．
 

讐

讐

た
拠
金
す
れ
ば
万
事
が
か
た
づ
く
も
の
で
も
な

曽

曾

疇

讐

讐
~

．
 

＂
い
。
文
化
遺
産
保
護
に
は
技
術
そ
の
他
さ
ま
ざ

曾

．
 

讐
-

＂
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
方
面
に

曽讐曽

1
0
0年
近
い
実
績
を
持
つ
日
本
は
、
文
化
遺

曹

響

．

＂

 

・

響

＂
産
保
存
の
先
進
国
と
し
て
、
世
界
の
期
待
を
集

疇
-
響

．
 

＂
め
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
だ
日
本
は
、
ノ
ウ
ハ

響
~＂ 

響

讐

響
ウ
伝
達
の
た
め
の
整
合
性
あ
る
政
策
を
持
っ
て

曽響讐
疇

＂
い
な
い
。
こ
れ
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

曹讐疇

繰
り
返
す
が
、
文
化
の
領
域
に
は
長
い
年
月

讐

響
"
 

•
響・

響

が

必

要

で

あ

る

。

＿

今

後

と

も

息

の

長

い

、

地

道

曽

讐疇
~

響
な
が
ら
着
実
な
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
要

讐
•

曾
．

讐

曹
請
さ
れ
る
。

響
-

．
 

讐讐

讐●曾響●響響曽讐響●●●●響響●響●讐響響●疇響●●●●響●響▼▼▼▼＂・▼疇響曽響曹響響響響響●響曽疇疇讐▼＂＂＂＂＂曹曽響響曽響●讐響曽響▼讐響讐響＂曽讐讐▼▼讐..讐響曽響響響響▼讐響響曽讐響▼讐響▼讐響響讐響▼●響讐▼疇曽讐曹▼
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●
座
談
会

新
し
い
時
代
に
向
け
て
の
教
育
改
革

潮
木
守
一
／
柏
木
恵
子
／
河
野
重
男
／
竹
内
克
好
／

清
水
司
／
末
松
安
晴
／
永
島
達
夫
／
堀
越
克
明
／

（
司
会
）
佐
藤
次
郎

中
教
審
答
申
を
読
ん
で

奥
田
真
丈
／
l
-

＿
橋
衛
／
麻
生
誠
／
新
井
郁
男
／

庄
田
武
／
中
西
朗
／
木
谷
正
道
／
青
木
宗
也
／

渋
谷
正
己
／
小
川
泰
l

／
原
ひ
ろ
子

兼
高
か
お
る

人
•
こ
の
道

わ

が

ま

ち

の

教

育

・

文

化

室

蘭

市

郷

土

に

生

き

る

教

育

家

群

像

鳥

取

県

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ング
ラ
ス
ス
キ
ー

●
巻
頭
言

新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
教
育
を
め
ざ
し
て
井

上

裕

▽
今
月
号
の
特
集
テ
ー
マ
は
、
我
が
国

が
ユ
ネ
ス
コ
に
加
盟
し
て
、
今
年
で
四

0
周
年
に
な
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
ユ
ネ
ス
コ
活
動
を
振
り
返
る

と
と
も
に
今
後
の
ユ
ネ
ス
コ
を
通
じ
た

教
育
・
科
学
・
文
化
の
国
際
協
力
と
国

際
理
解
の
た
め
の
活
動
を
展
望
す
る
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
ー
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

四

0
周
年
ー
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

▽
こ
こ
で
取
り
上
げ
ま
し
た
こ
と
が
、

ユ
ネ
ス
コ
活
動
へ
の
理
解
と
積
極
的
な

参
加
に
つ
な
が
り
、
ユ
ネ
ス
コ
の
願
い

で
も
あ
る
—
異
文
化
間
の
対
話
と
国
際

協
力
に
よ
る
人
類
の
共
存
ー
に
向
か
っ

て
一
層
の
発
展
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

▽
ま
た
、
こ
の
特
集
を
編
集
し
な
が
ら

ー
ユ
ネ
ス
コ
に
加
盟
し
た
と
き
の
小
学

校
の
担
任
の
先
生
が
、
「
日
本
は
よ
う
や

編

く
国
際
社
会
の
一
員
と
な
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
世
界
の
国
々

と
手
を
つ
な
ぎ
、
平
和
で
幸
福
な
社
会

を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
明
る

く
話
し
て
く
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
と

と
も
に
、
当
時
の
日
本
は
、
社
会
的
に

も
経
済
的
に
も
大
変
で
あ
っ
た
た
め
、

ユ
ネ
ス
コ
を
通
じ
て
物
心
両
面
に
わ
た

る
支
援
を
受
け
た
こ
と
も
、
今
日
の
発

展
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
ー
と
思
い
ま
す
。

▽
こ
の
四
月
号
か
ら
カ
ラ
ー
グ
ラ
ビ
ア

の
「
知
の
宝
庫
ー
博
物
館
」
、
「
ま
つ
り

風
土
記
」
と
新
連
載
の
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
を
始
め

る
と
と
も
に
、
各
紙
面
を
工
夫
し
読
み

や
す
く
親
し
み
や
す
い
本
に
し
て
お
り

ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

(
s
.
K
)

「
文
賂
峙
報
一
編
鼠

Ill

『
読
者
か
ら
の
た
よ
り
』
欄
へ
の
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。
本
誌
を
読
ん
で
の
ご

感
想
、
ご
意
見
等
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
投
稿
規
定

①
＿
件
に
つ
き
四

0
0
字
以
内
②
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
明
記
（
誌
上
匿
名
可
）
③
褐
戟
分
に
は
薄
謝
進
呈

※
文
章
を
一
部
手
直
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
送
り
先

〒
IoO
東
京
都
干
代
田
区
霞
が
関
三
ー
ニ
ー
ニ

文
部
省
大
臣
官
房
政
策
課

集

後

記
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